
学校番号 1011 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文 B 単位数 2単位 年次 3年次 

使用教科書 「新編現代文 B」 （東京書籍） 

副教材等 
「字義で覚える常用漢字」（浜島書店） 

「プレミアムカラー 国語便覧」（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ 

・３年次では、１年次、２年次で学んだ内容に加え、新たに知識や表現方法を得るとともに、そ

れらを実社会においても活用できるよう学びを深めましょう。 

・教科書で近代以降の文章を読解することはもちろん、教科書以外にもできる限り多くの文章

に触れましょう。 

・授業では感想文や意見の発表などを通して、表現力を高めましょう。また、お互いに意見を交

換することでコミュニケーション力を高めるとともに、多面的な物の見方を身につけましょ

う。 

・本文の語句の意味調べや、漢字の問題集などにも積極的に取り組みましょう。辞書を用いる

習慣を身に付け、漢字を練習することで、語彙を豊かにしましょう。 

２ 学習の到達目標 

近代以降の様々な文章の読解を通して、他者の意見を的確に理解し、ものの見方、とらえ方、考

え方を深めるとともに、自己の考えを適切に表現する能力を高め、人生を豊かにする態度を養

う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代文について

積 極 的 に 理 解

し、表現すると

ともに、それら

の力の向上をは

かろうとする。 

本文の内容、他

者の意見に耳を

傾けて、自己の

考えを深め、発

展させている。 

相手や目的、意

図に応じて情報

を収集、分析、

整理して資料や

文章を作成し、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

評論・随想・小

説・詩等を中心

に、表現に即し

て 心 情 を 理 解

し、また、論理に

基づいて意見や

主張を理解する

力を高める。 

漢字その他言

葉の特徴やき

まり、文学史に

ついての知識・

理解を深める。 

主
た
る
評
価
方
法 

・行動の観察（授

業中の態度や

発言等） 

・記述の確認（ノ

ート・ワーク

シート等） 

・行動の観察（授

業中の態度や

発言等） 

 

・記述の確認

（ノート・ワー

クシート等） 

・行動の観察（授

業中の態度や

発言等） 

・記述の確認（ノ

ート・ワークシ

ート等） 

・小テスト 

・提出物 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

評
論
を
読
む 

最初のペンギン 

○    ○ 

a.段落構成を意識する。 

e.具体例と抽象的な記述との役割

の違いについての理解を深め、自

己に引きつけて理解する。 

行動の観察と

記述の確認・

分析 

定期考査 

小テスト 

評
論
を
読
む 

豊かさと生物多様

性 

○ ○   ○ 

a.文章に用いられる対比をとらえ

る。 

b.筆者の意見を読み取り、意見交換

をする中で自身の意見を深める。 

e.食という身近なモチーフを通し

て、自己に引きつけてらえる。 

同上 

小
説
を
読
む 

カンガルー日和 

 
   ○ ○ 

d.小説の構造について理解を深め

る。 

e.登場人物の心情の変化をとらえ

る。 

同上 

詩
を
味
わ
う 

永訣の朝 

   ○ ○ 

d.詩に込められた作者の意図を読

み取る。 

e.詩に見られる音の効果、論理構成

について理解する。 

同上 

２
学
期 

小
説
を
読
む 

山月記 

   ○  

d.長く読まれる短編作品を通して、

その構成や物語の展開、人物像、

漢文表現の効果を読み解く。 

同上 

小
説
を
読
む 

鞄 

   〇 ○ 

d.文章の中にある寓話的な要素に表

現されているものを読み取る。 

e.独特な文章に触れるとともに、小

説の背景についての社会的知識

を深める。 

同上 

 

ホンモノのおカネ

の作り方 

○   ○ ○ 

a.自己に引きつけて理解を深める。 

d.論理的な文章の対比に注意して

読解する。 

e.具体と抽象、段落の働きなど、文

章の構成について知る。 

同上 

３
学
期 小

説
を
読
む 

葉桜と魔笛 

  〇 ○  

ｃ.それぞれの人物像を書き出し、

人間関係をまとめることで内容

理解に繋げ、自分の感想を書く。 

d.物語の展開を把握しつつ、そこに

浮かび上がる人間の心の奥深さを

味わう。 

同上 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 


